
 

 

 

平成２９年６月１５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

        山口県教育委員会会議議案                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                山 口 県 教 育 委 員 会                     

 

 



議案

番号 件　　　　　名 主　管　課

1 山口県教育委員会表彰規則による表彰について（報告承認） 教育政策課

2
職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
ての意見の申出について（報告承認）

教育政策課

3
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いての意見の申出について（報告承認）

教育政策課

4
山口県立高等学校等条例の一部を改正する条例の制定についての
意見の申出について（報告承認）

高校教育課



 

議 案 第 １ 号  

 

 

山口県教育委員会表彰規則による表彰について（報告承認） 

 

  山口県教育委員会表彰規則（昭和６１年山口県教育委員会規則第６号）第２条の規

定に基づき、平成２９年度教育功労者を次のとおり決定したので報告し、承認を求めま

す。 

 

 

   平成２９年（2017年）６月１５日 

 

                                                       

                                         山口県教育委員会 

                                                   教育長 浅 原 司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

永年精勤の部（表彰規則第２条第６号） 
 

所 属 名  職名  氏   名  勤務年数  備  考  

義務教育課 指導主事  宮内 茂則  ３１年 
平成２９年６月８日 

早期退職  

 



議 案 第 ２ 号 

 

 

 

      職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例について

の意見の申出について（報告承認） 

 

 

 

 このことについて、別紙のとおり知事に意見を申し出たので、報告して承認を求め

ます。  

 

 

 

 

 

   平成２９年（2017年）６月１５日 

 

                                                      山口県教育委員会 

                                                            教育長 浅原 司 

 

 

 



                               平 ２ ９ 財 政 第 ３ ３ 号 

                             平成２９年(2017年)６月１３日 

 

 山口県教育委員会 

教育長 浅原 司 様 

 

山口県知事 村岡 嗣政  

 

平成２９年６月山口県議会定例会に提出予定の議案に関する

意見について 

 

 平成２９年６月山口県議会定例会に提出予定の下記の議案について、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の規定に基づき、貴委員会の

意見を伺います。 

 

記 

 

１ 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 

２ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

３ 山口県立高等学校等条例の一部を改正する条例 
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（

案

の

一

） 

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 
職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

二

十

九

年

山

口

県

条

例

第

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

第

十

条

第

十

項

中

第

三

号

を

第

四

号

と

し

、

第

二

号

を

第

三

号

と

し

、

第

一

号

の

次

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

二 

そ

の

者

が

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合 

 

イ 

特

定

退

職

者

で

あ

つ

て

、

雇

用

保

険

法

第

二

十

四

条

の

二

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

者

に

相

当

す 

る

者

と

し

て

人

事

委

員

会

規

則

で

定

め

る

者

の

い

ず

れ

か

に

該

当

し

、

か

つ

、

知

事

が

同

項

に

規 

定

す

る

指

導

基

準

に

照

ら

し

て

再

就

職

を

促

進

す

る

た

め

に

必

要

な

職

業

安

定

法

（

昭

和

二

十

二 

年

法

律

第

百

四

十

一

号

）

第

四

条

第

四

項

に

規

定

す

る

職

業

指

導

を

行

う

こ

と

が

適

当

で

あ

る

と 

認

め

た

も

の 

 

ロ 

雇

用

保

険

法

第

二

十

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

理

由

に

よ

り

就

職 

が

困

難

な

者

で

あ

つ

て

、

同

法

第

二

十

四

条

の

二

第

一

項

第

二

号

に

掲

げ

る

者

に

相

当

す

る

者

と 

し

て

人

事

委

員

会

規

則

で

定

め

る

者

に

該

当

し

、

か

つ

、

知

事

が

同

項

に

規

定

す

る

指

導

基

準

に 

照

ら

し

て

再

就

職

を

促

進

す

る

た

め

に

必

要

な

職

業

安

定

法

第

四

条

第

四

項

に

規

定

す

る

職

業

指 

導

を

行

う

こ

と

が

適

当

で

あ

る

と

認

め

た

も

の 
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第

十

条

第

十

一

項

第

五

号

中

「

公

共

職

業

安

定

所

」

の

下

に

「

、

職

業

安

定

法

第

四

条

第

八

項

に

規

定

す

る

特

定

地

方

公

共

団

体

若

し

く

は

同

法

第

十

八

条

の

二

に

規

定

す

る

職

業

紹

介

事

業

者

」

を

加

え

る

。 
附

則

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

3 6 

平

成

三

十

四

年

三

月

三

十

一

日

以

前

に

退

職

し

た

職

員

に

対

す

る

第

十

条

第

十

項

の

規

定

の

適

用

に 

つ

い

て

は

、
同

項

中
「

第

二

十

八

条

ま

で

」
と

あ

る

の

は
「

第

二

十

八

条

ま

で

及

び

附

則

第

五

条

」
と

、 

同

項

第

二

号

中 

「

ロ 

雇

用

保

険

法

第

二

十

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

理

由

に

よ

り

就

職 

が

困

難

な

者

で

あ

つ

て

、

同

法

第

二

十

四

条

の

二

第

一

項

第

二

号

に

掲

げ

る

者

に

相

当

す

る

者

と 

し

て

人

事

委

員

会

規

則

で

定

め

る

者

に

該

当

し

、

か

つ

、

知

事

が

同

項

に

規

定

す

る

指

導

基

準

に 

照

ら

し

て

再

就

職

を

促

進

す

る

た

め

に

必

要

な

職

業

安

定

法

第

四

条

第

四

項

に

規

定

す

る

職

業

指 

導

を

行

う

こ

と

が

適

当

で

あ

る

と

認

め

た

も

の

」

と

あ

る

の

は 

「

ロ 

雇

用

保

険

法

第

二

十

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

厚

生

労

働

省

令

で

定

め

る

理

由

に

よ

り

就

職 

が

困

難

な

者

で

あ

つ

て

、

同

法

第

二

十

四

条

の

二

第

一

項

第

二

号

に

掲

げ

る

者

に

相

当

す

る

者

と 

し

て

人

事

委

員

会

規

則

で

定

め

る

者

に

該

当

し

、

か

つ

、

知

事

が

同

項

に

規

定

す

る

指

導

基

準

に 

照

ら

し

て

再

就

職

を

促

進

す

る

た

め

に

必

要

な

職

業

安

定

法

第

四

条

第

四

項

に

規

定

す

る

職

業

指 

導

を

行

う

こ

と

が

適

当

で

あ

る

と

認

め

た

も

の 

 

ハ 

特

定

退

職

者

で

あ

つ

て

、

雇

用

保

険

法

附

則

第

五

条

第

一

項

に

規

定

す

る

地

域

内

に

居

住

し

、 
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か

つ

、

知

事

が

同

法

第

二

十

四

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

指

導

基

準

に

照

ら

し

て

再

就

職

を

促 

進

す

る

た

め

に

必

要

な

職

業

安

定

法

第

四

条

第

四

項

に

規

定

す

る

職

業

指

導

を

行

う

こ

と

が

適

当 

で

あ

る

と

認

め

た

も

の

（

イ

に

掲

げ

る

者

を

除

く

。
）
」

と

す

る

。 

 
 

 

附 
則 

（

施

行

期

日

等

） 

１ 

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

十

条

第

十

一

項

第

五

号

の

改

正

規

定

及

び 

附

則

第

四

項

の

規

定

は

、

平

成

三

十

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

２ 

こ

の

条

例
（

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

改

正

規

定

を

除

く

。
）
に

よ

る

改

正

後

の

職

員

の

退

職

手

当 

に

関

す

る

条

例

（

以

下

「

改

正

後

の

条

例

」

と

い

う

。
）

の

規

定

は

、

平

成

二

十

九

年

四

月

一

日

か

ら 

適

用

す

る

。 

（

経

過

措

置

） 

３ 

改

正

後

の

条

例

第

十

条

第

十

項
（

第

二

号

に

係

る

部

分

に

限

り

、
改

正

後

の

条

例

附

則

第

三

十

六

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

す

る

場

合

を

含

む

。
）

の

規

定

は

、

退

職

職

員

（

退

職

し

た

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

職

員
（

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

職

員

と

み

な

さ

れ

る

者

を

含

む

。
）
を

い

う

。
以

下

同

じ

。
）
で

あ

っ

て

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

第

十

条

第

一

項

第

二

号

に

規

定

す

る

所

定

給

付

日

数

か

ら

同

項

に

規

定

す

る

待

期

日

数

を

減

じ

た

日

数

分

の

同

項

の

退

職

手

当

又

は

同

号

の

規

定

の

例

に

よ

り

雇

用

保

険

法

（

昭

和

四

十

九

年

法

律

第

百

十

六

号

）
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の

規

定

を

適

用

し

た

場

合

に

お

け

る

そ

の

者

に

係

る

同

号

に

規

定

す

る

所

定

給

付

日

数

に

相

当

す

る

日

数

分

の

同

条

第

三

項

の

退

職

手

当

の

支

給

を

受

け

終

わ

っ

た

日

が

平

成

二

十

九

年

四

月

一

日

以

後

で

あ

る

も

の

に

つ

い

て

適

用

す

る

。 

４ 

退

職

職

員

で

あ

っ

て

雇

用

保

険

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

二

十

九

年

法

律

第

十

四

号

）

第

四

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

後

の

職

業

安

定

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

百

四

十

一

号

）
（

以

下

「

改

正

後

の

職

業

安

定

法

」

と

い

う

。
）

第

四

条

第

八

項

に

規

定

す

る

特

定

地

方

公

共

団

体

又

は

改

正

後

の

職

業

安

定

法

第

十

八

条

の

二

に

規

定

す

る

職

業

紹

介

事

業

者

の

紹

介

に

よ

り

職

業

に

就

い

た

も

の

に

対

す

る

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

第

十

条

第

十

一

項
（

第

五

号

に

係

る

部

分

に

限

り

、
職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

第

十

条

第

十

五

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。
）

の

規

定

は

、

当

該

退

職

職

員

が

当

該

紹

介

に

よ

り

職

業

に

就

い

た

日

が

平

成

三

十

年

一

月

一

日

以

後

で

あ

る

場

合

に

つ

い

て

適

用

す

る

。 









 

議案第２号参考資料 

 

 

職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 

 

 

１ 改正の理由 

  雇用保険法等の一部を改正する法律（平成２９年法律第１４号）による国

家公務員退職手当法の一部改正に準じて所要の改正を行うものである。 

 

 

２ 改正の概要 

 条例第１０条においては、退職時に支給された退職手当が雇用保険法の失 

業等給付相当額に満たず、退職後一定期間失業している場合に、雇用保険法 

の失業等給付程度の保障を行うために支給する失業者の退職手当について規 

定している。 

 失業等給付の拡充等を内容とする雇用保険法の改正に伴い、同条を改正す

るものである。 

 

 

３ 施行期日等 

  公布の日から施行し、改正後の条例の規定は一部を除き、平成２９年４月

１日から適用する。 

   



議 案 第 ３ 号 

 

 

 

      職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

の意見の申出について（報告承認） 

 

 

 

 このことについて、別紙のとおり知事に意見を申し出たので、報告して承認を求め

ます。  

 

 

 

 

 

   平成２９年（2017年）６月１５日 

 

                                                      山口県教育委員会 

                                                            教育長 浅原 司 

 

 

 



                               平 ２ ９ 財 政 第 ３ ３ 号 

                             平成２９年(2017年)６月１３日 

 

 山口県教育委員会 

教育長 浅原 司 様 

 

山口県知事 村岡 嗣政  

 

平成２９年６月山口県議会定例会に提出予定の議案に関する

意見について 

 

 平成２９年６月山口県議会定例会に提出予定の下記の議案について、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の規定に基づき、貴委員会の

意見を伺います。 

 

記 

 

１ 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 

２ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

３ 山口県立高等学校等条例の一部を改正する条例 

 



議
案
第 

 

号 

 
 
 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
 
 
 

平
成
二
十
九
年 

 

月 
 

日
提
出 

山
口
県
知
事 

村 

岡 

嗣 

政 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
山
口
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
の
二
中
「
第
六
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
号
」
に
、「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
二
号
」
に
、

「
里
親
で
あ
っ
て
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
」
を
「
養
子
縁
組
里
親
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
六
号
中
「
別
居
し
た
こ
と
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保

育
所
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二

条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
以
下
「
保
育
所
等
」

と
い
う
。）
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
」
を
加
え
る
。 



 
 

第
四
条
中
「
別
居
し
た
こ
と
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を

行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
」
を
加
え
る
。 

 
 

第
十
一
条
第
七
号
中
「
別
居
し
た
こ
と
」
の
下
に
「
、
育
児
短
時
間
勤
務
に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希

望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
」
を
加
え
る
。 

 
 
 
 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
四
年
三
月
二
十
一
日 

山
口
県
条
例
第
一
号 

 

第
一
条 

 
(

略) 

 

第
二
条 

 
(

略) 

 

（
法
第
二
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
者
） 

第
二
条
の
二 

法
第
二
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
者
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
四
第
一
号
に
規
定
す
る
養
育

里
親
で
あ
る
職
員
（
児
童
の
親
そ
の
他
の
同
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定

す
る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
六
条
の
四
第

二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
当
該
児
童
を
委
託
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
職
員
に
限
る
。）
に
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り

委
託
さ
れ
て
い
る
当
該
児
童
と
す
る
。 

   

第
二
条
の
三
・
第
二
条
の
四 

 
(

略)  

 

改 
 
 

正 
 
 

案 

 

 

第
一
条 

 
(

略) 
 

 

第
二
条 

 
(

略) 

 

 

第
二
条
の
三
・
第
二
条
の
四 

 
(

略) 

 

現 
 
 
 
 
 
 

行 



（
法
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
） 

第
三
条 

 
(

略) 

一
～
五 

 
(

略) 

六 

配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た

こ
と
、
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
保
育
所
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的

な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条

第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
二
項

に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
（
以
下
「
保
育
所
等
」
と
い
う
。）
に
お
け

る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が

行
わ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
の
育
児
休
業
の
期
間
が
満
了
し
た
時
に
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る

子
に
つ
い
て
再
度
の
育
児
休
業
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生

ず
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。 

七
・
八 

 
(

略) 

 

（
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
が
で
き
る
特
別
の
事
情
） 

第
四
条 

法
第
三
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
配
偶
者
が
負

傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
、
育
児
休

業
に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用
を
希
望
し
、
申
込

み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
そ
の
他
の
育
児

休
業
の
期
間
の
延
長
を
請
求
し
た
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事

実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
の

期
間
の
再
度
の
延
長
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ

と
と
な
っ
た
こ
と
と
す
る
。 

 

改 
 
 

正 
 
 

案 

（
法
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
） 

第
三
条 
 

(

略) 

一
～
五 

 
(

略) 

 
 

 

     

七
・
八 

 
(

略) 

 

（
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
が
で
き
る
特
別
の
事
情
） 

  

   

現 
 
 
 
 
 
 

行 



第
五
条
～
第
十
条 

 
(

略) 

 

（
育
児
短
時
間
勤
務
の
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
な
い

場
合
に
育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
） 

第
十
一
条 

 
(

略) 

一
～
六 

 
 

(

略) 

七 

配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ

と
、
育
児
短
時
間
勤
務
に
係
る
子
に
つ
い
て
保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
利
用

を
希
望
し
、
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
こ
と

そ
の
他
の
育
児
短
時
間
勤
務
の
期
間
が
満
了
し
た
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
に
係
る
子

に
つ
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生

ず
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。 

 

第
十
二
条
～
第
三
十
二
条 

 
(

略) 

改 
 
 

正 
 
 

案 

第
五
条
～
第
十
条 

 
(

略) 

 

（
育
児
短
時
間
勤
務
の
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
な
い
場

合
に
育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
） 

第
十
一
条 

 
(

略) 

一
～
六 

 
 

(

略) 

 
 

  

第
十
二
条
～
第
三
十
二
条 

 
(

略) 

  

現 
 
 
 
 
 
 

行 

 



 

 

議案第３号参考資料 

 

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

 

１ 改正の趣旨 

「児童福祉法等の一部を改正する法律」の施行等を踏まえ、職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正するもの。 

 

２ 改正の内容 

（１） 「児童福祉法」の一部改正に伴う条項等の修正 

 

（２）「育児休業の期間の再度の延長ができる特別の事情」等として「保育所等

における保育の利用を希望し、申込みを行っているが、当面その実施が行

われないこと」を追加 

    

３ 施行期日 

公布日施行 

 













報告事項

番号 件　　　　　名 主　管　課

1 無形文化財保持者の認定解除について
社会教育・
文 化 財 課



報 告 事 項 １ 

 

                          社会教育・文化財課 

 

 

山口県指定無形文化財「鷺流狂言」保持者 小林栄治の 

認定解除について 

                                    

                                    

 鷺流狂言の保持者 小林栄治 氏が平成２９年３月１日に死亡（９２歳）さ

れたので、別紙写しのとおり山口県教育委員会告示第二号で 小林栄治 氏の

認定解除を告示しました。 

  

   

                                                                                                                                                                                                    

-               





協議事項

番号 件　　　　　名 主　管　課

1 探究科の導入に係る学科改編について 高校教育課



平成３０年度 探究科の導入に係る学科改編について（案）

１ 学科改編について

対 象 校 萩高等学校

内 容
○「探究科」（「人文社会科学科」と「自然科学科」）を導入

○「理数科」を募集停止

○ 変化の激しい時代の中で、次代を担うリーダーとして活躍できる

人材を育成するとともに、平成３２年度から予定されている、大学

改編の理由 入学者選抜改革に的確に対応するため、知識・技能の習得のみなら

ず、思考力・判断力・表現力を高め、主体的・能動的に課題解決を

図る学習を重視する学科である探究科を導入する必要がある。

【新しい時代に求められる探究力の育成】

自ら課題を発見し、その解決をめざして他者と協働しながら、学

習成果等を様々な形で表現していく学習に積極的に取り組むことに

より、これからの時代に必要な情報活用能力や課題解決能力、表現

学科の目標
力、コミュニケーション能力等を育む。

【大学等での学修の基盤となる学力の育成】

質の高い深い学びを通し、知識・技能の真の理解、深い理解を図

るとともに、専門的な研究活動や教科の発展的な学習を推進するこ

とにより、思考力や判断力、表現力などを高め、大学等における高

度でより能動的な学修につながる学力を育む。

◆ 探究科のねらい【概念図】

知識・技能の確実な習得

未来を拓く次代のリーダーを育成

大学入学者選抜改革への的確な対応

思考力・判断力・表現力高い志

発 展 的 な 教 科 学 習
課題解決を図る学習活動

新たな時代に求め
られる社会人像

平成３２年度からの
大学入学者選抜改革

○何が重要かを主体的に
判断できる人材

○多様な人々と協働して
いくことができる人材

○新たな価値を創造して
いくことができる人材



２ 萩高校探究科の学習について

年 次 学習の流れ 学習の特色

◆未来を拓く高い志と学力を育む取組を実施

１年次 例 大学サテライト講座（１年次）
大学の先生を高校に招き、数学・物理・化学などの模擬

授業を実施

例 大学での模擬授業（１年次）
大学を訪問し、大学の施設を用いて模擬授業や実験等を

実施

例 大学での宿泊研修（２年次）
教育学部で科学的に探究する方法を学んだり、様々な

分野の研究室を訪問したりする１泊２日の研修を実施

◆課題を解決していく力や表現力等を育成する

科目・講座を開設

２年次
例 プレゼンテーション講座（１・２年次）

３年次
国際プレゼンテーション協会から専門家を招き、プレゼン

テーションの実践的な技法を学ぶ講座を開催

例 人文社会科学科：地域文化(仮称)
アクティブ・リサーチ(仮称)

自 然 科 学 科：課題研究
自ら研究テーマを設定し、研究計画の立案や調査・実験、

レポート作成、発表会でのプレゼンテーションなどを行う

◆数学・理科・英語において､専門的な内容を扱う

科目を開設

例 理数数学、理数化学、総合英語、異文化理解

両学科とも、 ｢課題の設定｣｢情報の収集・分析｣｢考察・判断｣｢まとめ・表現｣等の学習活動

を積極的に展開することにより、学習内容のより深い「理解・定着」を図ることを重視する。

情報を分析して自分の考えを論理的にまとめる力や、

プレゼンテーション能力等を育む活動を行う

より高度な内容を含む科目を設定し、発展的な

学習を行うことで、高い学力を身に付ける

大学と連携し、大学での学問や研究を体感する

ことで学問に対する意欲や将来への志を高め、高

度でより能動的な学修につながる学力を育む

両学科で共通
の科目を学習

人文社会科学
科・自然科学
科それぞれ
で、より専門
的な科目を学
習



意見交換

番号 件　　　　　名 主　管　課

1 「やまぐち型地域連携教育」の充実に向けて 義務教育課



 

    
    

   

    

 
  

  
 

  

  
   
     

 

2 



 

 

 

  
  
  

  
 

  
   
  
   

 
 

 

3 

 

 
 

 

 
 

 

 

4 

   



 

  
  H28.4.1  
 

  
  
  H29.4.1  
 

  H27.3  
 

  
 

    
  H29.2.1  
 

   
     (H29.4.1 ) 

  

5 

 
  



7 

  

   

 

16

 

8 

 

 

  
 

 



 

9  

 

  

 

( )

 

 
  

10



  

  

 

 

11 

 

‐4.0

‐2.0

0.0

2.0

4.0

19 20 21 22 H23 

 
24 25 26 27 28 

    

 

 

  

 

 

12 

 

‐4.0

‐2.0

0.0

2.0

4.0

19 20 21 22 H23 

 
24 25 26 27 28 

    

 

 

  



   

 

 

13 

 

34.1  

36.2  

35.8  

38.4  

38.8  

36.2  

41.8  

41.9  

42.0  

39.9  

40.8  

40.1  

17.1  

15.7  

15.9  

15.0  

14.4  

16.2  

6.9  

6.1  

6.2  

6.6  

6.0  

7.4  

H20  

H25  

H26  

H27  

H28  

H28  

1  2  

3  4  

0%                             20%                             40%                              60%                             80%                          100% 

 

  

   

 

 

14 

 

19.7  

25.2  

26.9  

29.1  

28.9  

27.4  

41.3  

43.4  

44.5  

43.5  

43.8  

41.9  

27.7  

22.9  

20.9  

19.6  

19.3  

21.3  

11.2  

8.3  

7.6  

7.8  

7.8  

9.3  

H20  

H25  

H26  

H27  

H28  

H28  

1  2  
3  4  
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